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〈表紙説明〉

富山の土人形
出 111の士人形(デクサマ)は、 I-{¥:蒲i:rIIiHI平IJ
保のお庭焼の副産物としてできた。

AH、県内各地でヲミ神怖がnIliられる風間は藩 i二
の担l先が菅原氏ということから上着化したものの
ようで、ある。

稚拙なうちにも進歩的なところが愛され、天宇ljl

さまをはじめ、夕、、ルマ ・アネサマ・動物など、い

ろいろつくられている。

昔は数軒あった土人形屈も剥在、~r:\LlI市(lqツ葉
町に住むi度辺信秀さんだけが{ぷ統を守りつつけて
いる。
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「
北
回
り
新
幹
線
開
通
」

"
こ
の
日
、
北
陸
地
方
は
、
快
晴
。

祝
賀
列
車
の
発
車
式
は
、
新
装
な
っ
た
、
地
上
二

階
、
地
下

一
階
の
新
富
山
駅
、
上
り
三
番
ホ

l
ム
で

午
前
九
時
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
ホ
ー
ム
で
は
銀
色

と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
に
装
お
っ
た
、
超
音
速
機

を
忠
わ
せ
る
「
ひ
か
り

S
号
」
は
、
ス
マ
ー
ト
さ
を

誇
り
な
が
ら
発
車
を
待
ち
わ
び
て
い
る
。
晴
れ
の
運

転
士
と
車
掌
に
、
こ
の
日
の
た
め
に
県
内
か
ら
厳
選

さ
れ
た
「
ミ
ス
北
回
り
新
幹
線
」
嬢
か
ら
、
花
束
の

贈
呈
が
あ
り
、
続
い
て
、
富
山
県
知
事

・
鉄
道
建
設

公
団
総
裁
・
北
回
り
新
幹
線
管
理
局
長
が
紅
白
の
テ

ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
出
発
を
祝
っ
た
。

軽
快
な
警
笛
と
、
祝
い
客
の
歓
呼
に
送
ら
れ
な
が

ら
、
列
車
は
新
富
山
駅
を
後
に
し
た
。
超
特
急
「
ひ
か

り

S
号
」
の
門
出
を
祝
い
、
小
旗
を
打
ち
ふ
る
住
民

の
姿
が
後
方
に
飛
び
去
る
車
窓
の
光
景
は
、
夢
の
よ

う
だ
。
左
に
雄
姿
立
山
連
峰
を
、
右
に
は
る
か
日
本

海
を
写
し
な
が
ら
、

一
気
に
世
界
最
長
と
い
わ
れ
る

四

O
数
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

ア
ル
プ
ス

ト
ン
ネ
ル
に
す

い
こ
ま
れ
る
。
お
よ
そ

一
O
分
、
立
山
の
真
下
を
走

っ
た
列
車
は
、
す
で
に
信
州
高
原
の
山
波
に
敷
設
さ

れ
た
鉄
路
を
消
走
し
て
い
る
。
富
山
を
出
て
約
三

O

八
万
、
長
野
駅
に
到
着
し
た
。
急
行
「
白
山
」
で
四
時

間
近
く
を
要
し
た
、
志
賀
高
原
の
玄
関
口
、
善
光
寺

参
り
の
長
野
ま
で
が
、
わ
ず
か
三

O
分
行
動
圏
と
な

っ
た
の
だ
。
列
車
は
さ
ら
に
東
へ
、
関
東
平
野
を
時

速
二
五

0
キ
ロ
で
走
り
ぬ
け
、
群
馬
・
埼
玉
を
経
て

地
下
の
新
上
野
駅
一

O
番
ホ
ー
ム
に
す

べ
り
こ
ん
で

い
く
。
こ
の
間
、
わ
ず
か

一
時
間
二一

O
八
刀
で
首
都
東

京
に
到
着
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
時
計
は
た

し
か
に

一
O
時
三

O
八
刀
を
さ
し
て
い
る
の
だ
。

週
休
二
日
制
と
な
り
、
広
域
レ

ジ

ャ
ー
基
地
と
し

て
そ
の
名
を
高
め
た

一
大
観
光
ル
ー
ト
、
ま
た
、
経

済
の
発
展
、
地
域
開
発
の
大
動
脈
と
し
て
、
い
ま
力

強
く
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
施
設
面
で
は

ト
ン
ネ
ル
七

O
数
カ
所
(
二
四
五
キ
ロ
、
う
ち
東
京

と
大
阪
の
地
下
鉄
三

0
キ
ロ
)
、
橋
り
ょ
う
百
カ
所

(約

一
五
キ
ロ
)
、
高
架
橋
三
五
カ
所
(
約
一
八

0

キ
ロ
)
、
ス
ノ

l

・
セ
ッ
ト
四

O
カ
所
(
約

一
八
五

キ
ロ
)
、
総
延
長
五
八

0
キ
ロ
全
線
を
ス
ラ
ブ
軌
道

(
じ
や
り
・
マ
ク
ラ
木
を
使
わ
ず
、
レ

ー
ル
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
路
床
に
じ
か
に
取
り
付
け
た
軌
道
)
と
し

て
お
り
、
雪
に
も
強
く
、
安
全
性
に
お
い
て
も
、
先

に
開
通
し
た
東
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
山
陽

・
東
北
・

上
越
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。
こ
の
列
車
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
新
装
置
を
は
じ
め
、
多
く
の
新
技
術
を
生

か
し
た
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
新
幹
線
と
し
て
、
お
目
見

得
し
た
の
で
あ
る
。
建
設
計
画
当
時
に
予
想
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
困
難
な
問
題
は
、
六
、
八

O
O億
円
の
費
用

と
八
年
の
歳
月
は
要
し
た
が
、
最
新
の
技
術
を
誇
る

鉄
道
建
設
公
団
の
工
事
関
係
者
の
手
で
見
事
に
克
服

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
東
京
へ
は

一
時
間
三

O
八
万
(
特
急
で
六
時
間
)
、
大
阪
へ
は
二
時
間

(
特

急
で
四
時
間
二

O
八
万
)
、
名
古
屋
へ
は
二
時
間
(
特

急
で
四
時
間
)
と
、
日
本
の
中
枢
機
能
を
有
す
る
三

大
圏
域
が
、
い
ま
や
完
全
に
日
帰
り
圏
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

か
り
に
、
日
帰
り
圏
を
三
時
間
行
動
圏
と
す
る
な

ら
ば
、
東
北
地
方
で
は
仙
台
市
ま
で
、
東
海
道
は
全

都
市
、
西
の
方
で
は
岡
山
市
あ
た
り
ま
で
が
、
こ
れ

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
沢

(一

O
八
万
)

・
福
井
(
三

O
分
)
・
長
野
(
二一

O
分

)
は
、
気
軽
に
往
き
帰
り
で
き
る
範
囲
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
“

こ
れ
が
、
昭
和
五
丘
年
に
か
け
る
、
百
万
富
山
県

民
の
夢
。
す
で
に
今
か

ら
一

年
前
に
開
催
さ
れ
た
鉄
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道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
、
建
議
と
い
う
形
で
、
北

回
り
新
幹
線
を
基
本
計
画
へ
組
入
れ
て
必
要
な
措
置

を
と
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
答
申
・
が
あ
り
、
実
現
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
す

ぐ
基
本
計
画
が
決
定
し
て
も
、
そ
の
後
の
整
備
計
画

や
工
事
着
工
へ
の
道
は
、
ま
だ
遠
い
の
で
す
。
ま
た

用
地
問
題
な
ど
、
の
り
こ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
〈
玉
県
民
の
総
力
を
結

集
し
た
関
係
方
面
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
み

な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

海本日

北回り新幹線・北陸自動車道
東海北陸自動車道が実現すると

ポ》

若狭湾
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北回り新幹線

在来線

、ノイ-日
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北
回
り
新
幹
線
開

一
日
行
動
圏
へ
の

特
. . 

「高
速
自
動
車
道
」

行
動
圏
を
拡
大
す
る
も
う

一
つ
の
み
ち
は
、
高
速

自
動
卓
道
の
建
設
で
す
。
最
近
の
自
動
ト
阜
の
持
及
は

回
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
し
だ
い
に
自
動
車
交
通

が
陸
上
輸
送
の
王
者
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

白
動
車
時
代
に
対
応
し
て
、
脚
光
を
あ
び
て
登
場
し

た
の
が
高
速
自
動
事
道
そ
の
普
及
は
地
域
開
発
の
原

動
力
と
な
り
、
通
過
す
る
沿
線
地
域
に
大
き
な
発
展

の
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
内
で
は
、
将
来
一
線
の
高
速
道
が
は
し
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
、
東
西
を
結

ぶ
も
の
で
、
昭
和
五

O
年
開
通
を
目
標
と
し
た
北
陸

自
動
車
道
。
他
の
一
つ
は
南
北
を
結
ぶ
、
昭
和
五
五

年
完
成
予
定
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
で
す
。
こ
れ
ら

の
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
目
的
地
に
早
く
行
く

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
物
の
生
産
や
輸
送
が

計
画
的
に
な
り
、
農
水
産
物
は
鮮
度
を
お
と
さ
ず
に

一一一一一一一~

大
消
費
地
へ
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
す
。
そ
の
他
、
市
外
地
に
住
宅
を
造
っ
た
り
、
県

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
上
、
渋
滞
を
続
け
て
い
る

一
般
道
も
緩
和

さ
れ
る
と
い
っ
た
、
数
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る

わ
け
で
す
。

-
北
陸
自
動
車
道

さ
て
、
北
陸

h
年
道
は
、
新
潟
市
を
起
点
と
し

通
の
夢
か
ら

具
体
的
方
向

て
、
富
山
・
金
沢

・
福
井
を
経
て
、
米
原
に
至
る
、

総
延
長
約
瓦

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
全
区
間
四
車
線

で
、
中
央
分
離
帯
を
含
め
る
と
巾
」

一丘
メ
ー
ト
ル
の

高
速
道
で
す
。

施
設
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン

ジ

(

般
道
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結
ぶ
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
岐

阜
県

一
の
山
で
名
神
高
速
道
に
、
富
山
県
耐
波
市
で

北
陸
自
動
車
道
に
連
絡
す
る
、
総
延
長

一
七

0
キ
ロ

に
及
ぶ
高
速
自
動
車
道
で
す
。

平
地
で
幅
員
二
五

M
l二
六
日
、

山
地
で
二
-一
.U

と
な
り
、
平
地
で
の
時
速
一

0
0キ
ロ
、
山
地
で
は

時
速
八

0
キ
ロ
、
山
岳
部
で
は
六

0
キ
ロ
で
走
れ
る

よ
う
設
計
さ
れ
る
予
定
で
す
。
日
本
の
屋
根
と
い
わ

れ
る
中
部
山
岳
地
帯
を
走
り
ぬ
け
、
名
古
屋
ま
で
二一

時
間
と
い
う
、
こ
の
道
路
の

一
日
も
H
十
い
完
成
が
待

た
れ
ま
す
。

-
富
山
新
空
港

最
後
に
、
高
速
化
の
花
形
、
航
空
機
交
通
が
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
富
山
空
港
は
、
河
川
敷
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
濃
霧

・
増
ぶ
な
ど
の
と
き
に
機
能

を
充
分
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
型
化
す
る

航
空
機
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
新
し
い
空
港
の
建

設
が
必
要
な
わ
け
で
す
。
県
で
は
、
昭
和
五

O
年
開

港
を
目
標
に
、
い
ろ
い
ろ
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
空
港
か
ら
ジ

ェ
ッ
ト
機
が
飛
び
立
つ

日
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
あ
す
を
築
く
た
め
、
県
は
こ
れ
ら
の
建
設

促
進
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
事
業
は
県
民

一
人

一
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

今
年
も
「
価
値
あ
る
県
民
生
活
」
を
め
ざ
し
て
努
力

し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

か
ら
高
速
道
へ
出
入
り
で
き
る
)
が
県
内
で
は
九
カ

バ
ス
ス
ト

y
プ

(
高
速
パ
ス

所
予
定
さ
れ
て
お
り
、

-
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
(
運
転
者
や
乗
客

の
停
車
場
)

の
休
憩
所
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
筒
易
修
理
場

な
ど
)
・
レ
ス
ト
エ
リ
ア
(
運
転
者
な
ど
の
休
憩
所

や
売
庖
)
な
ど
が
、
適
当
な
場
所
に
設
け
ら
れ
て
、

快
適
な
利
用
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四

O
年
に
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、

着
々
と
具
体
化
し
て
お
り
、
県
内
で
は
小
杉

・
砺
波

聞
の
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
風
雪
に
も
め

げ
ず
工
事
に
励
む
作
業
員
の
姿
を
、
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
線
開
通
ま
で
は
、
な

お
相
当
の

H
時
を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
。
平
野
部

で
時
速

一
0
0キ
ロ
、
山
間
部
で
時
速
八

0
キ
ロ
、

平
均
時
速
八
三
キ
ロ
で
走
れ
ば
、
金
沢
へ
は
四

O
八
刀

.
大
阪
へ
は
四
時
間
三

O
分
・
東
京
は
五
時
間
で
行

け
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
の
所
要
時
間
の
約
半
分
で

目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

回
東
海
北
陸
自
動
車
道

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
日
本
海
丸

取
短
距
離
で


